

















A Survey of Actual Usage Compound Verbs
in the YNU corpus.


































































































































人：11例）、出現が一番少ないのがタスク11（日本人： ₅ 例、韓国人： ₈ 例）
と、日本語母語話者も韓国人学習者も同様の傾向が見てとれる。また、タス
クごとの出現数の比率を見ると、タスク10は 3 （日本人）： ₂ （韓国人）、タ
スク11は、 1 （日本人）： ₂ （韓国人）であり、そこまで大きな差が出てい
るとは言えないだろう。大きな開きを生んでいるのは、タスク1₂での出現数





































４ - １ 　タスク１0における複合動詞の使用状況
　以下の表 3 は、タスク10において使用されていた複合動詞を出現頻度順に
表にしたものである。
　なお、前項動詞をV 1 （「慣れ親しむ」の場合「慣れ」がV 1 ）、後項動詞






























































































H M L 合計
1 紹介する ₇ 1 ₄ 1₂
₂ 結婚させる 1 3 ₂ ₆
3 見付けてあげる ₂ 1 0 3
₄ 探す 0 1 ₂ 3
₅ 会わせる／会う 0 ₂ 0 ₂
₆ 結ぶ 0 1 1 ₂

































































































































5 - ３ 　韓国人学習者が使用しやすい複合動詞　統語的複合動詞
　 ₅ － 1 において韓国人学習者の語彙的複合動詞未習得を指摘したが、一方
で後項動詞の使用状況を見てみると、「V 1 ＋始める」「V 1 ＋出す」は前項
動詞のバリエーションも豊かであり、また、日本語母語話者にはない「忘れ
始める」「＊恋し始める」なども見られるため、統語的複合動詞については、










5 - ４ 　母語話者に見られる複合動詞を使用しない場合のストラテジー②　
副詞的成分の使用

























Ｊ01₈ Ｔ-10 小学 3 年生から英語教育を始め、幼いうちに英語の言語としてのお
もしろさを伝えていく教育ができれば、関心をもって英語を学ぶこ
とができると思います。
Ｔ-11 小学 3 年生から始めれば、受験勉強としてじゃなく、言語のおもし
ろさとして英語を学べると思う。






































































受け入れる ₄ 例（K0₂₇、K03₉、K003、K0₂3） ₂ 例（K0₂₇、K003）
習い始める 0 例 ₂ 例（K003）





























K0₂3 Ｔ-10 早期教育より、子供がある定度第 ₂ 国語に受け入れるようにみえた
ときが一番いいのではないかと思います。































































者が ₉ 名もおり、使用されている複合動詞の 3 分の 1 は誤用であること
が判明し、これらのことから、韓国人学習者はそれほど複合動詞を習得
できているとは言えないことを示唆した。
　また、タスク10～1₂の結果（ ₄ 節～ ₆ 節）から、②～⑤の ₄ 点が見え
てきた。
②　「慣れ親しむ」などの語彙的複合動詞の使用はバリエーションが少ない。
③　 もし、それらを言い表したいときには、「触れる」「始める」という他の
本動詞を使用していた。その要因としては、単純にその複合動詞を知ら
ない、もしくは、簡単で授業で学習する語を使用してしまうためである
ことを指摘した。
④　 一方で、タスク1₂では動詞を組み合わせて生成しようとしている様がみ
られ、統語的複合動詞はかなり使用できていた。そのため、統語的複合
動詞から語彙的複合動詞まで種々の意味を持つ複合動詞を早い段階から
教えることにより、更に表現を豊かにできる可能性を示唆した。
⑤　 また、複合動詞の使用の有無は文体の違いである可能性が考えられたた
め検討を行った結果、文体の違いだけではなく、一語化したような語彙
的複合動詞の場合はそれ以外の言い方がないため、使用されている可能
性もあり、更なる検証が必要なことも明示した。
　特に本稿では日本語母語話者が複合動詞を使用しているのに韓国人学習者
が使用していない場合はどのような表現を使用しているか、また反対に韓国
人学習者が複合動詞を使用しているのに、日本語母語話者が複合動詞を使用
していない場合についても考察を行った。
　従来の習得状況を考察する場合には出現した複合動詞を比較し、考察する
手法が多いが、やはりそれだけでは不十分であり、使用している場合として
いない場合の文脈を詳しく考察していくことにより、複合動詞がなぜ使用さ
れるのかが分かってくるように思える。これについては今回は不十分であっ
たため、今後さらなる調査が必要であり、今後の課題としたい。
― 149 ―
『YNU書き言葉コーパス』から見た複合動詞の使用実態
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